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天
體
的
景
氣
理
論
の
二
つ
の

I
 

.

, 

四
四 

' 

(

八
三
四)

は
太
量
射
慧
電
磁
作
用
か
ら
ば
か
り
で
な
く

*
今
日
で
は
字
惠
な
る
放
射
線
の
：作
用
か
ら
も
說
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
6
W
O
. 

.と
の
放
射
線
の
本
體
は
全
く
不
明
と
言
つ
て
も
ょ
い
が
、
.併
し
8

者
の
不
斷
の
硏
究
は
ー
最
近
行
は
れ
た
•ヒ
力
1
ル
氏
の
成
勝
圈 

飛
行
の
主
要nn

的S
a
j
Q

奢

解

か

ん

李

る

に

あ

つ

た一

■近
い
將
來H

新
ら
し
い
光
を
投
ず
る
で
あ
ら
ぅ
。

，

.

.鼓
で
は
私
は
唯
だ
次
の
事
だ
け
は
安
じ
て
斷
定
出
來
る
と
考
へ
る
。
即
ち
天
體
的
現
象
I

響
が
、
も
し
事
實
I

も
の
と
す
れ
ば
、 

そ
れ
は
必
ず
幾
多
Q

i
曲
折
を
經
て
吾
人.Q

經
濟
生
活
に
表
は
れ
る
S

管
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
t

る
影
響
が
直
接
に
現
は
，，
 

る
と
考
へ
る
に
は
、
吾
人
の
持
つ
社
會
關
係
は
旣
に
複
雜
に
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。
.し
か
し
.更
に
-吾
人
の
科
學
的
使
命
が
現
象
間
の
因
果 

的
關
聯
H

I

以
上
、
經
濟
學
硏
究Q

對
象
が
常
に
經
濟
機
_

Q
框
內
に
限
定
農
ね
ば
な
ら
f

い
ふ
理
由
は
な
い
で
あ
ら 

ぅ
。
吾
人
が
不
斷
に
大
な
I

f

麗

さ

れ

、
蠢

Q

力

れ

て

ゐ

る

と

S

I
然

た
る
妻
は
、
_

す
可
ら
ざ
る
も
の 

で
あ
る
。
f

に
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
又
は
チ
ュ
丨
ネ
ン
の
一
派
に
認
め
ら
れ
た
、
慕
に
對
す
る
敬
虔
な
熊
度
は
，
今
日
の
經
濟
擧 

に
於
て
は
無
殘
に
放
拋
さ
れ
て
了
つ
た
。
社
會
科
學
の
進
歩
の
極
め
て
遲
々
た
る
主
た
る
所
以
は
、
爾
後
の
自
然
科
學
に
於
け
る
翼

的
發
達Q

殆
ど
採
り
人
れ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
.

■
は
あ
る
ま
い
か
。
本
稿
が
多
少
と
も
.右
問
題
に
關
す
.
.る
參

考

逢

1

ら
ば
•
私
の
目 

的
は
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。(

一
九
三
七
•五
•
一
 

六)O

(

註〕

菊
池K

士
、
攀

物

議

槪

論

、

一
八
五
丄
ー
0
ニ
參
照
。

附
記
本
稿
に
取
扱
つ
た
種
々
の
獄
的
部
分
に
つ
い
て
の
私
の
知
識
は
極
め
て
贫
弱
で
あ
る
。
重
大
な
過
誤
の
介
在
を
恐
れ
るC

敎
示
を
請
ふ

,

所
以
で
I

。
證

本

稿

の

翕

は

繁

1

6
管
れ
た
も
の
で
*

從

つ

て

襲

の

•
讓

に

不

備

が

あ

o
*

又

無

思
_

も
あ
る

と
思
は
れ
る
。
こ
の
點
，
特
に
寬
恕
さ
れ
た
い
。

經濟地理學的觀察の對象

V』

しての經濟現象に就いて

' 

.

小

島

榮

次

-

1
、

緖

言

.，

地
理
學
は
文
化
現
象
の
地
域
的
分
布
を
取
扱
ひ
、
.そ
の
地
域
的
分
布
+の
‘決
定
に
關
す
る
因
果
關
係
の
中
か
ら
法
则
を
樹
立
し
ょ
ぅ
と 

す
る
も
の
で
あ
る
。
經
濟
地
理
學
は
地
现
學
の
一
分
科
と
‘し

て
-
特
に
經
濟
現
象
の
'地
域
的
分
布
に
關
す
る
法
則
の
探
究
を
そ
の
究
極 

のE

標
と
す
る
。
從
來
の
地
现
學
及
び
經
濟
地
理
學
に
在
っ
て
は
、
多
く
の
場
合
、
自
然
と
人
間
若
し
く
は
自
然
と
文
化
現
象
或
は
經 

濟
現
象
と
の
！一

巢
關
係
を
探
究
す
る
こ
と
が
夫
々
そ
の
！

E

標
と
.さ
れ
た
。
然
し
乍
ら
斯
學
に
於
い
て
取
扱
は
る
べ
き
因
祺
關
係
は
、

一
 

方
に
.地
域
の
自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
と
、
他
方
に
は
そ
の
地
域
の
文
化
現
象
と
ぬ
.間
に
存
在
す
る
關
係
で
あ
っ
て
、
自
然
對
人
間
の 

關
係
で
も
な
け
れ
ば
、
自
然
對
文
化
現
象
の
關
係
で
も
な
い
。
何
と
な
れ
ば
地
理
學Q:

硏
究
對
象
は
地
域
的
分
布Q

觀
點
か
ら
見
ら
れ 

た
文
化
現
溆
で
あ
っ
て
、
人
間
乃
至
人
間
活
動
一
般
で
は
な
い
し
、：
他
方
文
化
現
象
の
：分
布
を
決
宛
す
る
要
因
は
自
然
の
み
で
な
く
、 

從
っ
て
自
然
對
人
間
或
は
自
然
對
文
化
現
象
の
關
係
の
み
を
取
上
げ
る
.こ
と
も
、，
地
现
學
の
究
極
的
目
標
を
文
化
現
象
の
地
域
的
分
布 

に
.

關
す
る
.因
课
法
則
の
探
究
に
あ
り
と
す
る
立
場
か
ら
見
れ
.ば
正
し
い
と
考
へ
.な
い
0(

三
田
學
龠
雜
誌
、
第
三
十
卷
第
一
號
所
載
、
拙 

細
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象w

し
て
の
經
濟
現
象
に
就
い
て 

四

五
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經
濟
地
S

的
觀
s

g

f
し
5

經
濟
現
象
S

S
て 

四
一
、

n

l 

稿「

地
理
擧
の
本
質
蟲
理
的
環
境
£

い
て
.丨

經

濟

I

學
方
法
論
に
於
妙
る
一
斷
想
I

」

參

照

ブ

^

 

lr
r
く
し
て
地
S

的
研
究
に
於
い
て
は
、
I

的

及

び

.文

化

的

條

件

の

廳

及

罢

化

現

象

の

鬚

か

ら

崇

し

1

兩
者

の

|
 

.の
考
究
が
：行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
經
濟
鐘
學
的
硏
究
に
あ
っ
て
は
、
經
濟
現
象
に
就
い
て
同
様
P

I
が
霞
れ
得
る
。
然
ら
ば
こ
 

の
經
濟
現
象
の
讓
は
如
何
な
る
S

き
S

い
て
行
は
る
べ
き
か(

註
一〕

。
そ
れ
に
就
笔
以
下
少
し
く
雄

§
:).

經
濟
地
霞
的

i

l

f蠢
的

f
 

I

I件
I
の
手
f
 

Iい

译

I

1 ー一.

十
卷
第
九
.號
所
載
の
拙
稿「

菌
地
理
學
に
於
け
る
自
然
画
觀
察
の
意
義
及
び
手
續
普
に
就
い
て」

に

述

べ

て

置

い

，
こ
。

U
、

地
理
學
的
な
る
硏
究
手
續
き

i
5

學
に
於
い
て
は
.
文
ィ
現
象
-
{
5地
域
^
1に
如
-.
^
に
分
省
さ
れ
て
居
る
か
、
そ
の
分
布
は
如
何
な
る
自
然
的
及
び
文
化
的
要
因
に 

依
っ
て
決
定
さ
れ
て
居
る
か
が
硏
究
さ
れ
る
。
こ
の
ま
ら
斯
擧
に
於
け
る
硏
究
手
續
が
慕
の
結
果
と
し
て
規
定
さ
1

て
來
る
。
即 

ち

地

鋳

な
I

と
い
ふ
こ
と
が
、
先
1

1

に
f

_

的
な
硏
究
手
f

な
る
の
で
I

。
例
へ
ば
都
市Q

分
f

獲

の

分

布
• 

米

囊

の

分

布
•
等
を
示
す
と
い
ふ
こ
と
は
、
す
•へ
て
こ
れ
等
に
就
い
て
の
地
域
的
な
比
較
を
伴
ふ0

或
は
む
し
ろ
地
域
的
な
比
較
そ
の 

も
の
と1

K

っ
て
も
宜
い
で
あ
I

O

氣
溫
•
降
雨
•
簾

鐵

鑛

•
等
の
自
然
現
象
に
し
て
も
、
そ
の
分
布
を
示
す
こ
と
は
結
局
地
域
的
比
較 

に
過
ぎ
ぬ
と
とM

ふ
ま
で
も
な
い
。
要
す
る
に
一
地
域
I

在
す
I

象
が
、
他Q

特
定Q

地
域
に
全
く
存
在
し
な
い
か
或
は
此
較
的 

に
パ
ノ
い
量
に
於
い
て
#

在
す
る
か
を
示
す
こ
と
が
即
ち
、
そQ

現
象Q
地
域
的
分
布
を
示
す
こ
と
なq

で
あ
る
。

こ
の
見
f

•に
從
へ
ば
、
地
理
：

§

硏
究Q

_
Q

最
も
醫
な
る
形
式
と
し
て
墓
用
ひ
ら
れ
て
來
た
地
圖
は
、
こ
の
,

的
な
砰
究

手

續

き

の

一

っ

の

技

巧

で

あ

る

,0
土

地

の

高

度

。
河

川

•
海

洋

。
都

市

，，森

林

•
軿

作

地

•
鐵

道

•等

の

配

置

を

綜

合

的

に

示

し

て

居

る

地

圖

 

は

•

菩

々

.
の

m

常

に

最

も

親

し

み

あ

.る

も

の

で

あ

る

が

、

等

温

圖

•
人

口

分

布

圖

*

等

の

特

殊

事

項

を

の

み

取

扱

ふ

地

圖

に

し

て

も

、

或

 

は

更

に

農

產

物

分

布

圖

•
農

業

人

ロ

分

.布

圖

の

如

き

も

の

忆

し

て

も

、

す

ベ

て

地

圖

な

る

も

の

は

1

の

地

域

的

分

布

を

，

の

で

あ

 

り

換

言

す

れ

.ば

現

象

の

存

往

の

有

無

，或

は

.存

往

の

量

の

大

小

に

就

い

て

の

地

域

的

比

較

を

示

す

も

の

で

あ

る

0
.
尤

も

地

域

的

比

較

は

、
.
 

必

ず

し

も

常

に

S

に

依

ら

4

ば

な

ら

ぬ

わ

け

で

は

な

い

。

地

域

Q

單

位

が

吾

々

Q

常

識

と

し

て

明

瞭

に

知

ら

れ

H

居

る

場

合

例

へ

ば

 

大

陸

と

か

若

干

の

强

大

國

と

か

の

場

合

に

は

、

地

阓

ょ

り

も

何

等

か

他

の

銃

計

圆

表

に

依

っ

て

地

域

的

比

較

を

行

っ

て

も

、

特

に

也

圖

 

と

し

て

表

現

す

る

の

と

そ

の

效

果

に

於

い

て
重

大

^
相

違

を

認

，め

&

れ

，ぬ

こ

と

も

あ
ら
，ぅ
。

更

に

，又

、

立

體

的

模

型

或

は

航

空

寫

眞

等
 

の

方

法

に

依

る

こ

と

が

、

却

っ

て

大

な

る

效

集

を

齎

す

場

合

が

.あ

る

か

も

知

れ

な

い

。

要
す
る
に
地
理
學
的
な
る
硏
究
手
續
き
の
巅
も
基
本
的
な
部
分
は
地
域
购
比
較
で
あ

.

り
、|

地
圖

„

銃
計
圖
表
*等
は
そ
の
實
施
の
爲
め 

の
技
巧
で
あ
る
。
而
し
て
こ

Q

事

は

義

地
.
.理
學

Q

場
合
に
於
い
て

.

も1
K

は
れ
得
る
。
經
濟

.

現
象
と
地
域

.Q

具
備
す
る

S

然
的
及
び
文 

化
的
條
件
と

Q

麗
關
係
を
變
す
る
こ
と
は
、
蹩

Q

地
域
に
分
布
さ
れ
た
經
濟
現
象
と
他Q

地
域
に
分
布
さ
れ
た
そ
れ
と
を
此
較 

し
、
更
に
又
こ
れ
等
の
地
域
に
於
け
る
自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
に
就
い
て
の
相
違
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
依
つ
て
行
は
1
るo

段
に 

.1

地
域
の
特
定
の

&

濟
現
象
の
み
を
取
上
げ
て•

そ
の
地
域
の
自
然
的
及
び
文̂

的

條

件

，と

の

關

係

を

考

究

す

る

硏

究

が

行

は

れ

る

と
 

し
て
も
、
そ
の
場
合
で
も
他
の
地
域
と
の
比
較
は
必
然
的
に
含
蓄
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
？
例
へ
ば
本
邦
內
地
に
於
け
る
泶
作
に
就
い 

.

て
經
濟
地

.

理
的
な
硏
究
を
行
っ
た
と
す
る
。
そ
の
場
合
に
本
邦
内
地
を
更
に
狹
い
地
域
に
分
っ
て
各
地
域
に
對
す
る
觀
察
を
行
ふ
な
ら 

.

餾
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象̂

し

て

の

經

濟

現

象

に

就

い

て

Z8
七

(

V

三
七)



經
濟
地
理
學
的
觀
察
60
對
象
ミ
し
て
の
經
濟
現
象
に
就
い
て 

=
1

八

(

l

3

\

>

ば
、
そ
こ
に
地
域
的
比
較
が
行
は
れ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
いC

、

然
し
乍
ら
本
邦
內
地
を
そ
の
鎌
全
體
と
し
そ
取
上
げ
て
觀
察
す
る 

場

合

で

も

他
0
地
域
と
の
比
較
が
必
然
に
含
蓄
さ
れ
る
の
で
4

る
0 
.何
と
な
れ
ば
、
本
邦
內
地
の
米
作
な
る
事
象
を
吾
々
が
如
何
に 

認
識
す
る
か
が
、
先
づ
他
の
地
域
に
於
け
る
米
作
と
の
比
較
を
前
提
と
し
て
行
は
れ
る
か
、
或
は
又
斯
か
.る
.比
較
を
豫
想
し
て
行
は
れ 

、
る
か
で
あ
る
。
0)
へ
仗
本
到
內
地
產
の
米
が
特
定
量
の
良
質
來
な
る
事
實
に
對
し
て
.地
理
的
研
究
を
.行
ふ
と
す
'れ
ば
、'
,
.
'
明
か
に
他
0

^
 

域
に
於
げ
桑
の
品
質
と
の
比
較
が
前
提
と
さ
れ
て
居
る
o

或
は
又
.、
そ
の
集
約
的
耕
作
の
事
實
に
對
し
て
同
様
な
硏
究
を
行
ふ
と
し 

て
も
然
り
で
.あ
る
0

茬
し
も
假
に
内
地
產
の
米
を
自
然
科
學
的
な
沒
價
値
的
な
.或
る
化
學
的
成
分
の
合
成
體
と
し
て
取
上
げ
る
と
す
れ 

ば

职

！r\
Q

出

靈

に

於

I
て
は
地
域
的
比
較
と
無
關
係
で
あ
り
得
る
が
、
そ
の
.自
然
的
及
び
社
會
的
條
件
.の
考
究
に
際
し
.て
.必
然
的 

に
地
域
的
比
^

が
含
藉
さ
れ
る
。
集
約
的
朝
作
の
事
實
を
耕
作
地
断
積
當
り
の
勞
働
及
び
資
本
の
量
と
し
て
取
上
げ
て
も
同
樣
で
あ
る
o 

前
赛
の
場
合
に
は
例
へ
ば
本
邦
に
於
け
る
農
業
技
術
の
發
達
と
か
、
後
者
の
i場
合
に
は
例
へ
ば
本
邦
の
資
本
主
義
的
發
展
の
現
段
階
と 

か
が
夫
々
間
題
に
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
こ
れ
等
は
い
づ
れ
も
地
域
的
比
較
を
伴
つ
て
居
る
の
.で
あ
る
。

斯
く
し
て
趙
學
的
硏
究
從
つ
て
又
經
濟
地
唐
的
硏
究
は
、
す
べH

地
域
的
比
較
か
ら
出
發
す
る
。
こ
れ
は
地
濯Q

本
質
か
ら 

規
定
さ
れ
て
來
る
き
ろQ

地

麗

本

來Q

硏

究
手

續

辱

t

と
い
ふ
意
味
で
、
地
S

的
な
硏
攀
續
き
美
ふ
こ
と
が
出
來
る
。 

然
し
乍
ら
右Q

論
述Q

間
に
、
更
に
馨
を
必
要
と
す
る
ニ
つQ
問
題
が
嘗
れ
て
居
る
。
即
ち
一
つ
は
地
域
設
定Q

仕
方
で
あ
り
* ■ 

他
の一

つ
は
比
較Q

爲
めQ

量
的
表
現Q

問
題
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
等
の
問
題
に
就
い
て
贅
を
述
べ
ょ
ぅ
9

三
、
地
域
設
定
の
仕
方

地

麗

的

硏

究Q

究
極
的
摄
が
、
文

化

置

Q

地
域
的
分
布
と
自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
とQ

因
果
關
係
に
關
す
る
法
則
の
樹
立 

で
あ
る
、
と
い
，ふ
見
地
を
と
る
な
ら
ば
、.先
づ
そ
の
地
域
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
そ
の
設
定
の
.仕
方
は
如
何
と
い
ふ
開
題
に
解
答
が
與 

へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

‘

.

こ
、
にI

M

ふ
地
域
と
は
地
球
表
面
に
於
け
る
或
る
ひ
ろ
が
り
で
あ
つ
て
、
地
理
學
的
觀
察
に
當
り
吾
々
の
設
定
す
る
地
表
面
積
の
取

位
で
.あ
る
;0
從
つ
て
そ
れ
に
は
そ
の
時
の
觀
察
自
的
に
應
じ
て
^

狹
無
數
の
種
類
が
あ
り
得
る
。
大
に
し
て
は
大
陸
•
阈
家
•
ブ„

ッ
ク

經
濟
を
稱
成
す
る
數
個
の
國
家
か
ら
、
小
に
し
て
は
一
國
内
の
一
地
方
。
一
地
方
內
の
一
村
落
*
等
に
至
る
ま
で
、
廣
狹
い
づ
れ
の
地
域

を
と
る
こ
と
も
差
岡
な
い
こ
れ
等
は
す
べ
て
政
治
的
境
界
を
蕋
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
，こ
れ
に
對
し
て
、
地
理
學
的
硏
究
に
於

い
て
は
.
特
姊Q

地
域
が
設
定
さ
れ
る
場
合
も
ぁ
る
。
即
ち
諸
種
の
■義
帶
に
從
つ
て
地
表
を
數
個
の
'地
域
に
分
つ
が
如
き
、
文
化
の

型
を
標
準
.に
し
て
例
へ
ば
西
歐
文
化
地
域
？策
歐
文
化
地
域
*
取
洋
的
文
化
地
域
•
印
度
文
化
地
域
，，そ
の
他
を
分
‘つ
が
如
き
、
.或
は
又
反

别
經
濟*

本
能
經
濟
•
傅
統
經
濟
•
科
學
經
濟
の
所
謂
經
濟
發
達
階
段
に
依
る
地
域
の
區
分
法
の
如
き
こ
れ
で
あ
る

S 
一C
O
或
は
又

、

主

要
產
業
に
應
じ
て
農
業
•
水
，淹
業
i

產
業o

林
產
業
•鑛
業
土

業

.商
業

„等
の

各

掼

地

域

に

分

つ

場

合

も

あ

り

、
或

は

物

產

に

應

じ

て

來

作
地
帶
•
小
麥
地
帶
•
綿
花
地
帶
•等
を
分
つ
こ

と
，
'も
出
來
る
o

更
に
又
、
政
治
的
境
界
に
從
ふ
に
し
て
も
、
そ
の
經
濟
的
發
展
の
段
階
ヒ

應じてそれを；

本、
疆

S

•素

主

雲

展

Q

中

位

露

y

t
國
•植
民
地
半
植
民
地
及
び
隸
屬
諸
國
に
分
つ
試
み

も

可
能

で
ぁ
る
。(

橋
本
弘
毅
譯「

經
濟
地
理
學Q

諸
問
題」

昭
和
.十
一
年
刊
、
三一

六
丄
ニ
ニ
九
頁
參
照)

斯
く
の
如
く
、
地
域
の
霞
の
.仕
方 

は
多
！

g

多
様
で
あ
る
。 

.

.

. 

■ 

■

:

鏈
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象w

し
て
の
經
濟
現
象
に
激
ぃ
て 

四

九
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地
域
設
定
の
方
法
に
就
い
て
は
、
黑
IE
傅
土
のr

經
濟
地
理
學
總
論
し
昭
和
ナ|

年
刊
、
六
八
丄
〇
四
頁
參
照
o
そ
こ
に
は
從
來
の
主 

要
な
學
密
の
方
法
が
分
類
整
理
さ
れ
說
明
さ
れ
て
居
る
。
又
.Isal,ah B

o
w
m
a
n
,

 Geography in relation to social sciences. 

N
e
w
Y
o
r
r

 

■M9
3
4

 pp. 144-199.

に
も
各
國
地
理
學
苕
の
地
域
設
定
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
居
る
。

，

こ
れ
等
諸
歡
の
地
域
の
う
ち
政
治
的
境
#'
を
そ
の
儘
に
用
ひ
た
る
も
の
を
除
け
ば
、
他
の
も
の
は
地
理
學
者
が
特
に
設
定
し
た
る
地 

域
で
あ
る
。
從
つ
て
そ
れ
は
、
地
理
學
的
硏
究
の
出
發
點
と
し
て
の
地
域
設
定
と
135
:

ふ
ょ
り
は
、
む
し
ろ
硏
究
の
歸
結
と
し
て
の
地
.̂ 

設
定
と
見
る
こ
と
.も
出
來
る
。
而
し
て
そ
れ
等
，は
又
、
政
治
的
境
界
と
か
或
は
例
へ
ば
«
候
地
帶
の
設
定
の
場
合
に
於
け
る
氣
象
觀
测 

所
の
管
轄
區
域
の
如
き
、
何
等
か
の
與
へ
ら
れ
た
る
地
域
に
就
い
て
の
素
材
か
ら
設
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
地
理
學
者
の
實
池
踏
^
 

に
依
つ
て
設
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
そ
れ
等
は
研
究
の
結
果
と
し
て
始
め
て
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
研
究
の 

出
發
點
に
於
い
て
は
何
等
か
の
假
設
に
從
つ
て
暫
定
的
に
設
定
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

地
.理
學
を
以
つ
て
地
域
の
.
.個
性
を
記
述
す
る
學
問
と
看
做
す
場
合
に
は
、
地
域
の
設
定
換
言
す
れ
ば
地
表
を
何
等
か
の
固
性
に
：

j
y

っ 

て
地
域
に
區
分
す
る
こ
と
は
、
筆
者
が
上
述
し
て
來
た
や
う
に
單
な
る
研
究
の
手
段
で
な
く
、
研
究
の
重
要
な
る
目
標
と
考
へ
ら
rt
ね 

ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
そ
の
出
發
點
に
於
い
て
、
何
等
か
の
假
設
に
依
る
暫
定
的
な
地
域
を
區
劃
す
る
こ
と
は
置
さ
れ
るO

然
し
乍 

ら
上
述
し
て
來
た
や
う
に
斯
學
硏
究
の
目
標
を
文
化
現
象
と
地
域
の
持
つ
自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
と
の
關
係
に
置
き
、
研
究
の
出
發 

點
と
し
て
地
域
的
比
較
を
行
は
ん
と
す
る
場
合
、
そ
こ
に
取
上
げ
ら
れ
る
地
域
は
、
暫
定
的
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
.あ
つ
て
は
な
ら
な 

い
。
硏
究
の
歸
結
と
し
て
區
劃
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
地
域
的
此
較
か
ら
出
發
せ
ん
が
爲
め
に
は
、
更
に
そ
0

準
備
行
爲
と
し
.て
地
域
設
定
の
爲
め
の
.研
究
が
先
づ
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
が
生
じ
て
來
るo

何
と
な
れ
ば
、
文
化
現
象
と
地
域
の 

自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
の
關
係
を
探
究
す
る
が
爲
め
に
は
、
政
治
的
境
界
を
地
域
の
單
位
と
し
て
.用
ふ
る
の
み
で
は
不
十
分
だ
か
ら 

で
あ
る
。
吾
々
に
と
つ
て
、
或
る
文
化
現
象
が
自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
を
■

す
る
諸
.地
域Q

間
に
如
何
に
分
布
さ
れ
て
居
る
か
を 

.研
究
す
る
と
同
時
に
、
逆
に
或
る
自
然
的
或
は
文
化
的
條
件
が
文
化
現
象
の
'相
違
に
從
つ
て
區
分
さ
れ
.た
諸
地
域
間
に
如
何
に
分
布
さ

れ
て
居
る
か

-
こ
れ
は
結
局
、
共
通
の
自
然
的
或
は
文
化
的
條
件
の
下
に
如
何
に
.相
違
し
た
文
化
現
象
が
分
布
さ
れ
て
居
る
か
と
い

ふ
こ
と
に
な
る
が
ー
を
求
め
ね
ば
な
ら
な5
。

例
へ
ば
小
麥
耕
作
が
氣
候Q

想f

し
た
地
域
に
如
何
に
分
布
さ
れ
て
居
る
か
と
い
ふ 

こ
と
と
同
時
に
、
同
じ
氣
候Q

地
域
に
諸
種Q

穀
物
耕
作
が
如
何
に
分
布
さ
れ
て
居
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
の 

如
き
場
合
に
吾
々
に
と
つ
て
先
づ
必
要
な
の
は
、
政
治
的
境
'界
を
蕋
準
と
す
る
地
域
で
は
な
く
し
て
、
小
麥
.

Q

耕
作
の
行
はる

.，

こ
と 

を
以
つ
て
區
劃
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
又
同
一
の
氣
候
に
從
つ
て
設
定
さ
れ
た
地
域
な
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
地
理
.學
の
蕋
本
的
硏
究
手
續
で
あ
る
地
域
的
比
較
を
行
ふ
が
爲
め
に
地
域
設
定
の
'必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
り
、
そ
の
地 

域
の
種
数
は
前
述
の
如
く
硏
究
の
目
的
に
從
つ
て
極
め
て
多
種
多
様
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
こ
れ
等
多
穩
多
樣
の
地
域
は
、
堆
理
學
的
硏 

究
上
に
於
い
' 
て
皆
等
し
い
重
要
性
を
持
つ
も
の
で
な
い
。
然
ら
ば
そ
れ
等
の
中
で
最
も
基
本
的
な
竄
要
性
を
持
つ
も
5D
■は
何
か
と
云
ふ 

に
そ
れ
は
一
國
の
政
治
的
境
界
を
以
つ
て
區
劃
し
た
地
^

で
あ
ら
ぅ
。
帝
國
の
場
合
：に
は
そ
.の
植
民
地
を
含
ま
ず
本
國
の
み
の
地
域 

で
あ
り
、
植
民
地
の
場
合
に
は
本
國
か
ら
分
離
さ
れ
た
植
民
地
の
み
の
地
域
で
あ
る
。
蔻
し
斯
か
る
意
味
で
.の
一
國
の
政
治
的
境
'#
が 

區
劃
す
る
地
域
は
、
そ
の
.中
に
存
在
す
る
經
濟
•
政
治
•
宗
敎
•
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
文
化
現
象
に
對
し
て
、
そ
の
：地
域
'に
#
在
す
る
こ
と
の 

-經
濟
地
理
學
的
觀
S

對
象W

し
て
の
細
濟
現
.象
に
就
い
て 

五一
C

八
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結
搌
と
し
て
、
何
等
か
の
特
殊
性
を
持
た
し
め
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
意
義
を
持
っ
地
域
は
他
に
見
出
す
こ
と
は
出
來
な 

い
吾
々
ヵ
作
等
ヵ
の
硏
デ
題
目
に
從
つ
て
如
何
な
る
地
域
を
區
割
す
る
と
し
て
も
、
そ
■の
硏
究
の
道
程
に
於
い
て
必
ず
國
と
い
ふ
也 

域
が
附
與
す
る
特
殊
性
を
考
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
經
濟
的
發
展
の
段
階
I

っ
て
區
分
さ
れ
た
地
域
は
、

f

 く
國
土
に
次
い
で
重
. 

要
で
あ
ら
ぅ
。
何
等
か
の
文
化
現
象
が
そ
の
地
域
の
經
濟
發
展
の
段
階
の
如
何
に
照
®
す
る
f

を
と
る
こ
と
は
、
否
定
j

ぬ
と
考 

へ
る
。然
し
乍
ら
こ
の
檩
準
か
ら
同
ニ
地
域
と
し
て
區
分
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
內
部
で
異
な
る
.國
土
.に
屬
す
る
ニ
っ
P
文
化
現
象
は
、 

夫
々
そ
の
分
布
す
る
國
土
を
異
に
す
る
結
音
し
て
、
.5:
ひ
に
異
な
っ
た
I

性
を
持
っ
.に
至
る
。
し
て
見
れ
ば
、
國
土
な
る
地
域
は
、 

最
も
蕋
本
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
o
. 

:丨：

.

然
る
に
從
來
の
地
理
學
者
は
こ
れ
と
全
く
異
な
っ
た
見
解
を
持
っ
が
如
く
で
あ
る
ノ
来
國
の
或
る
地
理
學
苕
は
次
の
や
ぅ
に
耷
っ
て 

居
る
。「

地
理
學
者
は
多
種
多
様
の
地
域
を
用
ひ
て
作
業
す
る
が
、
そ
れ
等
の
大
部
分
は
三
種
に
大
別
さ
れ
るO

即
ち
政
治
的
•自
然
的
• 

及
び
地
理
的
の
諸
地
域
で
あ
る
。
政
治
的
地
域
は
、
す
べ
て
の
種
類Q

統

；
^

が

政

治

的

區

劃

に

華

い

て

居
り
、
從
っ
て
極
め
て
仅
扱
ひ 

に
便
禾
で
あ
る
^
め

に

先

っ

最

W
に
用
ひ
ら
れ
た
。
然
し
乍
ら
、
斯
か
る
境
探
線
は
^
く
M
想
的
で
あ
り
入
爲
的
で
あ
る
.が
故
に
、 

そ
れ
等
は『

i-
l
f理
が
僧
ま
れ
^』

(a 

geographical a
b
o
m
i
n
a
t
i
o
n
)

と
な
り
了
っ
た
。
抑
；

v

ゥ
ッ
'、、ッ
湖
以
西
の
力
ナ
ダ
と
来
國
を
分
っ 

て
居
る
境
S

に
I

し
て
人
爲
的
な
地
域
の
境
#
線
を
想
像
出
來
ょ
ぅ
か
。
こ
の
ニ
國
は
自
然
的
或
は
人
種
的
の
い
づ
れ
の
f

線

. 

に
依
つ
て
も
分
け
ら
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
o」(

c
. Ll

d
o
n

 

W
h
i
t
e

 a
n
d

 

G
l

e

 

T
.
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G
e
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r
a
p
h
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.
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h
i
a
n

 

e
c
c
?
.

 N
e
w

 

I

1
9
3
6
. 

p. 

6
7
4
.
)

人
種
が
同
じ
で
あ
つ
て
も
自
然
に
就
い
て
相
異
.が
見
ら
れ
な
く
と
も
、
境
界

、
の

ー
方
の
人
間
は
ヵ
ナ
ダ
人
で
あ
り
他
方
は
泶
國
人
で
あ
る
。
そ
の
相
異
を
齎
し
て
居
る
の
は
國
境
線
で
あ
り
、
從
つ
て
そ
れ
はW

派 

に
.實
往
&

な
敍
で
あ
る
。
人
爲
的
で
あ
ら
う
と
な
か
ら
う
と
問
題
で
は
な
い
。
斯
く
し
て
筆
者
の
見
地
ょ
り
す
れ
ば
、
國
土
の
境
^

^
 

に
依
つ
て
區
f

れ
た
地
禁
最
も
基
本
的
な
意
義
を
持
つ
も
Q

2

り
、
地
域
的
比
較
が
如
何
な
る
形
ち
で
行
は
れ
る
か
を
問
は
ず
、 

こ
の
基
本
的
地
域
に
就S

てQ

比
較
とQ

關
聯
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
藍
し
硏
究Q

詈

が

I

國
內Q

局
小
地
域
に
於
け
る
何 

等
か
の
文
化
現
象
で
あ
つ
て
も
*
國
土
の
持
つ
文
化
的
特
殊
性
の
影
響
を
受
け
ざ
る
§:
•
得
な
い
o

.
こ
の
意
味
に
於
い
て
、
經
濟
地
理
學
的
硏
究
に
際
し
て
も
、
各
國
の
經
濟
發
展
の
段
階
及
び
そ
の
特
殊
性
を
理
解
す
る
こ
'と
が
、
.硏 

究
の
出
發
點
に
於
い
て
先
づ
行
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
こ
れ
は
特
に
地
理
學
固
有Q

研
究
で
な
く
、
經
濟
學
的
な
硏
究
で
あ
るo

 

地
理
學
的
硏
究
は
、
斯
か
る
地
域
的
差
異
を
、
そ
れ
と
各
地
域
の
自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
と
の
因
果
關
係
を
考
究
す
る
こ
と
■に
依
つ 

て
、
說
明
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
經
濟
地
理
硏
究
は
、
先
づ
そ
の
出
發
黠
に
於
い
て
旣
に
斯
か
る
重
大
な
寄
與
を 

經
濟
學
か
ら
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。(

5

0

,(

訪
三)

然
し
乍
ら
地
理
學
の
他
の
諸
分
科
に
於
け
る
硏
究
に
就
い
て
も
、
こ
の
點
に
關
す
る
限
り
同
じ
こ
と
が
•
云
は
れ
レ
と
思
ふ
。
蓋
し
經
濟 

と
政
治
•
宗
敎
そ
の
他
と
の

.間
に
は
密
接
な
關
聯
が
認
め
ら
れ
る
が
故
に
、經
濟
學
的
な
研
究
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
は
、
經
濟
地
理
學
以
外
か 

.

.
ぉ
理
學
諸
分
科
の
I

域
に
屬
す
る
諸
種
の
.
文
化

現

象Q

す
べ

て

を

通

じ

H
、

そ
れ
等
を
}

^
し
く
理
学
る
が
爲
め
に
^

:

要
で
あ
る
。

四
，
經
濟
現
象
の
觀
察 

：

.

經
濟
地
理
學
的
硏
究
に
當
つ
て
は
、
他
の
地
理
學
諸
分
科
と
同
様
に
、
先
づ
地
域
的
比
較
か
ら
出
發
す
る
0
.
,從
0

て
經
濟
現
象
の
觀 

.
經
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象W

し
て
の
經
濟
現
象
に
就

い

て

$
三
べ
八
四
ー
ー

0



經
濟
地
现
學
的
翼
の
I

し
I

濟

素

i

て

. 

S

 

(

八
四
四)

 

f

作
等
力
の
標
维
で
限
定
さ
れ
た
る
.地
域
の
中
に
在
る
.現
象
爵
し
て
行
は
れ
ね
ば
な
I

W

O換
言
ず
4
ば
、
地
：现
學
的
^

對
f

し
て
の
_

i

:
は
、
.先
づ
1

的
に
何
等
か
の
跫
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
は
又
經
濟
現
象
そ
れ
日
體
の
I

に 

就
い
て
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
地
域
設
定
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
i

で
も
觀
察
す
る
現
象
の
限
定
の
.仕
方
は
f

數
限
り
な
く
存 

注
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
乍
ら
大
別
す
れ
ば
、

一

地
域
内
.の
經
濟
現
象
I

括
的
に
全
體
.と
し
：て
取
上
げ
る
方
f

 (

例
へ
ば
B
本
經 

濟
地
现)

、
そ
C

S

S

I
部
f

l

し

て

麗

す

る

裏

と
Q

i

s

分
け
ら
れ
る
。
而
し
て
後
者
I

そ

化

 

f

は
れ
即
ち
第
一
に
は
、
唐

及

び

譲

Q

全
行
程
を
、
そ
れ
を
構
成
す
る
幾
つ
か
の部

！：

に
區
分
し
て
、
そQ

1

部
門
を
襲
す 

る
方
法
、
第11.

に
は
、
I

I

は
數
種
の
商
品
或
I

f

中
心
と
し
て
第
一
，
の
方
法
で
限
定
：さ
れ
た
諸
部
門
中
の
：更
に
細
い
部
門
を 

還

す

f

の
、
第
三
に
は
資
本
•
識

•等
の
經
濟
的
諸
要
因
に
就
い
：て
醫
を
限
定
す
f

の
、
第
四
に
.は
•
第
一
及
び
第
二
と
第 

三
と
の
組
合
せQ

方
法
が
あ
る
。
勿
論
こ
れ
で
_

s

く
さ
れ
た
と
は
云
へ
な
い
が
、
靡

な

S

Q

仕
方
は
大
體
含
ま
れ
て
岛
”

、
. 

管
れ
た
も
の
は
こ
れ
等
の
中
い
づ
れ
か
の
修
飾
さ
れ
た
形
の
も
.の
の
み
で
あ
る
と
思
ふ
。
.
第
一
の
も
の
は
例
へ
げ
農
業
地
i

は
商 

業
地
理
の
硏
究
の
如
I

含
む
。
第
.一
一
の
も
の
は
、
例
へ
ば
小
麥
•羊
毛
•
石
寧
鐵
道
•
等
の
如
I

中
心
と
し
て
、
夫
i

 
•
篇
 

業
•
鑛
業
•交
通
I

I

S

一
 

部

分

を

限

李
f

の
で
I

O

第
三
は
例
へ
ば
資
本Q

集
中
•
霞

賃
銀

の

如
f

の
美

み

、
第 

四
は
例
へ
ぱ
交
議：

業
に
於
け
S

本Q

集

中

又

は

鑛

霞

と

い

ふ

が

如
き
®
目
の
硏
究
と
な
を
。

•

云
ふ
ま
T

な
く
こ
れ
等
は
す
べ
て
前
述
し
た
I

多
S

地
域
m

な
す
の
I
.る
か
ら
、
殆
ど
無
限
と
云
つ
て
も
ょ 

い
程
の
變
化
か
來
.る
。
し
か
も
そ
れ
等
s

f

な
い
細
部
的
な
硏
究
ま
體
と
し
，て
結
合
さ
れ
、
地
S

.
究
極Q

目
標
に
及
づ
く

こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
°

細
部
的
な
研
究
は
こ
.の
意
味
に
於
い
て
<?
>
み

學

問

的

價

値$:
!
持

ち

得

る

こ

と

は 

云
ふ
ま
で
も
な
か
ら
ぅ
。
從
っ
て
硏
究
題
目
と
す
る
經
濟
現
象
の
範
圍
を
如
何
に
限
定
す
る
か
は
研
究
者
の
任
意
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

'
 

こ
の
昜
合
で
も
他
域
限
定
の
場
合
と
同
機
に
、
種
々
の
限
定
の
仕
方
の
間
に
自
ら
重
要
性
の
相
違
が
見
ら
れ
る
と
思
ふ
。
而
し
て
最
も

.

-

.

. 

- 

- 

. 

諶
本
的
な
茁
要
性
を
持
つ
や
ぅ
に
見
ぇ
る
も
の
は
、

一
國
の
經
濟
現
象
を
總
括
的
に
觀
察
す
る
場
合
で
あ
ら
ぅ
。
蔻
し
一
國
の
經
濟
が

或
る
特
定
の
段
階
に
發
M

し
て
來
た
の
は
、
個
々
の
經
濟
現
象
の
作
用
反
作
用
の
綜
合
的
な
結
艰
で
あ
る
が
、
然
し
乍
ら
旣
に
全
體
と

し
て
一
國
の
經
濟
が
或
る
纒
り
を
以
つ
て
双
双
さ
れ
て
居
る
以
上
、
こ
の
金
體
に
依
つ
て
個
々
の
.經
濟
現
象
は
す
べ
て
强
力
な
影
響
を

.
.
.

:

■-
 

• 

■'
 

, 

與
へ
ら
れ
る
？
而
し
て
こ
の
影
響
は1

阈
經
濟
の
.發
展
段
階
の
如
何
に
靡
じ
て
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
個
々
の
經
濟
現

象
の
綜
合
的
金
體
と
し
て
の
一
阈
經
濟
は
、
結
局
或
る
經
濟
發
展
の
段
階
と
し
て
瑰
さ
れ
る
。
斯
く
し
て
地
域
設
定
の
場
合
と
向
様
に
、

観
察
す
べ
き
經
濟
現
象
の
範
圆
を
限
定
す
る
に
際
し
て
も
♦

一
 

國
の
經
濟
を
全
體
と
し
て
觀
察
し
、
そ
の
'現
在
の
段
階
を
理
解
す
る
こ

と
が
最
も
諶
要
に
な
る
。

..
然
し
乍
ら
斯
か
る
觀
察
及
び
理
解
は
、
そ
の
傲
で
は
地
理
學
的
研
究
で
は
な
い
。
同
じ
段
階
に
在
り
乍
ら
地
域
の
相
違
に
從
つ
て
現 

れ
て
居
る
特
殊
性
を
見
出
し
て
、
そ
れ
と
地
域
0
自
然
的
及
び
文
化
的
條
件
と
の
關
係
を
棵
る
か
、
或
は
又
異
な
る
段
階
に
在
る
ニ
地 

‘ 

•域
を
比
較
し
て
、
經
濟
的
發
展
の
.上
に
斯
か
る
相
違
を
齎
し
た
要
因
が
、
兩
地
域
の
自
然
的
及
び
文
.化
的
條
件
の
間
に
如
何
に
求
め
ら
' 

, 

れ
る
か
を
採
る
か
す
る
場
合
に
、
始
め
て
地
理
學
的
砰
究
と
な
る
。
然
し
乍
ら
こ
れ
等
は
む
し
ろ
地
理
學
の
結
論
的
部
分
に
近
接
す
る 

硏
究
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
に
多
く
の
準
備
的
な
硏
究
が
必
要
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
經
濟
學
的
な
研
究
に
依
つ
て
、
，經
濟
的
發
展
の
現
段
階

經
濟
地
现
學
的
觀
察
の
對
象

V

し
て
の
經
濟
现
象
に
就
い
て

 

五

五

(

八
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經
濟
地
理
學
的
觀
5

敌
象
て
の
經
濟
現
象2

就
い
て

3̂
*
1ノ
 

(

八
.
P山.

\ )

.

を

f
し
た
上
で
、一

國
經
濟
2
部
分
蒙
地
理
學
的
硏

f

s
、
そ
れ
を

I
き

て

右

S

l

f2

8

濟
含

に

_
す
る
硏
究
8

琴

|

ぁ
|

。
I

I

I

を

霧

基

蠢

に

繫

し

ょ

ぅ

f

雪

，
如
f

 s

棄

で

そ

.の
範
圍
を
限
定
す
る
こ
と
が
f

重
要
な
讓
を
持
っ
か
と
云
ふ
に
，
生

璧

象

通

の

全

行

f

華

の

I

に
別
ち
そ
れ
等
を
部 

r
別
に
觀
察
す
る
場
合
-
そ
の
部r

の
分
ち
方
の
如
何
に
依
っ
て
最
も
基
本
的
な
裏
を
持
た
し
め
る
こ

と

が

出

來

る
で
I

ぅ
”
即 

ち
I

I

I

產
業
I

I

業
•
-ネ
ル
ギ
丨
產
業
土
業
•商

業

倉

I

f:

等
の
所
麗
業
別
の
區
分
の
如
き
も
、
そ

 

の

す

ス

力

そ

の
於
. ；，

て
供
へ
ば
資
本
の
組
成
。勞
働
過
程
•等
に
就
き
多
く
の
共
通
點
を
有
し
乍
ら
他
方
に
於
い
て
他
の
諸
產

,

と
对
違
す
るt
ろ
宏
見
て
、
姦

轰

f
し
て
地

_
的

觀

管

行

.

蕖

的裏
を

持

つ

方

法

茗

る
と
思
は

れ

る

、
塵

と

し

て

區

分

農

S

部
門
Q

_
が
右Q.

如
く
で
.
t

t

、

^

 

1

部Q

現
象
i

す

る

硏

究

'.に

於

い

て

も

或
は
又
ょ
り
廣
饥
な
硏
究
例
へ
ば
一
國
經
濟
の
.總
括
的
硏
究
の

如
き
に
於
い
て
も
、
產
業
別
の
硏
究
が
茶
礎
と
な
る
か
ら
で 

あ
る
。

然
し
乍
ら
I

 

I

げ
た
區
分
を
以
つ
i

f

 

I

做

す

わ

け

で

鏡

。
同
じ
ヱ
業
篇
し
て
.
i

f

輕
工
業 

と
の
間
に
は
多
く
の
相
違
點
が
ぁ
る
し
、
逆
に
工
業
と
鑛
f

は
實
際
上
區
別
が
困
難
な
場
合
が
ぁ
る
。
且
つ
又
地
理
學
馨
の
見
地

i

l

Q
響

i

f

l

い
か
と
I

。
然」

I

唐

力

盡

f

 

f

 f

、‘
何
I

 

點

に

關

し

證

i

れ
w

f
 

f

l隹

。
從

I

暴

？

碧

そ

i

l

裳

、

隱

と
こ
ろ

5
 

1

し
得
る
f

:
の
も
l

i

な
ら
な
い
。
且
つ
|

區
分
法
I

て

、

多

|

_

.

|

靈

め

泛

ぬ
わ
け
で
も
な
い
。
即
ち
農
業
•
水
産
業
•
畜
產
業
•
林
產
業
•
鑛

業

•
等

の

所

謂

原

始

產

業

と

•
エ
ネ
ル
ギ_

產
業
•
工
業
•
商

業

•
交

通

運 

輸
業
等
と
の
間
に
、
.自
然
的
條
件
に
直
接
に
依
存
す
る
程
度
の
差
異
が
存
往

し
、
原
始
產
業
及
び
エ
ネ
ル
ギ
丨
產
業
の
中
で
も
水
力
電

氣

囊

Q

如
き
は
、
屢
に
裊
的
箨
に
依
存
す
る
程
度
が
最
も
大
き
く
、H

雙

、び
交
_

_

が
大
體
に
於
い
て
こ
れ
に
次
ぎ
、

商
業
に
至
っ
て
は
最
も
小
さ
い
。
而
し
て
原
始
產
業
の
中
で
も
鑛
業
を
除
け
ば
他
は
す
べ
て
變
化
し

易
い
自
然
的
條
件
に
依
存
し
て
居 

h

v
從
つ
て
こ
れ
等
が
主
要
な
地
位
を
占
め
る
地
域
は
、
比
較
的
に
經
濟
の
安
定
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
ど
の
產
業
區
分
が
. 

現
L

て
居
る
と
こ
ろ

£

業
間Q

諸

雰

相

_

に
對
し
て
も

地
理
學
的
な
意
蕾
認
め
る
こ
と
が

出
來
る
で
あ
ら
う

,̂

要
す
る
に
研
究
者
は
、
夫

々
の
題
目
に
從
っ
て
大
小
廣
狹
各
種
の
經
濟
現
象
の
中
か
ら
適
當
の
も
の
を
選
び
出
す
こ
と
は
自
由
で
あ 

る
が
、
上
述
し
た
や
う
な
產
業
別
の
硏
究
は
特
に
菽
本
的
意
義
を
持
つ
.の
で
あ
る
。

，

, 

、
 

. 

五
*
經
濟
現
象
に
對
す
る
地
理
學
的
觀
點 

經
濟
現
象Q

地
理
的
研
究
の
爲
め
に
、
吾
々
は
先
づ
地
域
を
設
定
し
、
更
に
研
究
し
ょ
う
と
す
る
經
濟
現
象Q

醫

を

限

定

す

る

。
： 

次
に
吾
々
は
斯
く
し
て
定
め
ら
れ
た
觀
察
の
對
象
を
如
何
な
る
觀
點
か
ら
眺
め
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
いo

 

, 

•

地
蒙
は
文
化
現
象
の
地
域
的
分
布
を
觀
察
す
る
。
特
定Q

種
類Q

現
象
が
異
な
っ
た
地
域Q

間
に
如
何
に
分
布
す
る
か
、
又
如
何 

に
異
な
っ
た
形
態
で
分
布
す
る
か
、
そQ

分
'

l̂
Q

有

無

或

は

靈Q

相
管
生
ぜ
し
め
て
.居
ゐ
各
地
域
の
諸
條
仲
は
如
何
な
る
も
の
で 

あ
る
か
、
等
を
考
究
す
る
。
斯
く
し
て
地
理
的
條
件
或
は
地
理
的
環
境
と
文
化
現
象
の
.因
果
關
係
を
明
か
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ 

る
。
從
つ
て
前
述
の
如
く
、
幾
っ
か
の
地
域
に
わ
た
つ
て
同
種
類
の
現
象
の
分
布
狀
態
を
比
較
す
る
こ

と

が

、硏
究
の
出
發
點
に
於
け 

經
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象W

し

て

の

經

濟

現

象

に

就

い

て

-E
b 

(

八
^
七)
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し
て
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經
濟
現
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又
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る
根
本
的
な
手
續
き
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
篤
そ
れ
に
依
っ
て
地
域
的
特
殊
性
を
明
か
に
せ
ん
が
爲
め
で
あ
る
o
從
來
こ

の

地
域
的 

特
殊
性
の
閜
明
を
以
っ
て
地
理
學
の
究
極
目
標
と
し
た
人
々
が
あ
っ
た
が
、
右
に
述
べ
て
來
た
や
ぅ
に
、
こ
れ
は
硏
究
途
上
.の
ー
階
程 

に
過
ぎ
な
い
O
M
に
次
の
階
程
即
ち
こ
の
特
殊
性
と
地
理
的
條
件
と
の
因
果
關
係
の
探
究
へ
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る

。

經
濟S

理
擧Q

場
合
に
は
、
經
濟
現
象H

就
い
て
同
じ
こ
と
が
云
は
れ
得
る
。
即
ち
先
づ
5

は
幾
っ
か§

地
域
に
わ
た
っ
て
同
種 

類
の
經
濟
現
象
の
分
布
狀
f

明
か
に
せ
i

f

な
い
。
例
へ
ば
、

各
地
域Q

經
濟
現
f

總

括

的

蠢

し
て
取
上
げ
、
經
濟
的 

發
股
の
段
階
が
齒
又
は
各
氣
候
滞
の
間
に
如
何
に
分
布
さ
れ
て
居
る
か
を
明
か
に
す
る
0
或
は
又
諸
地
域
間
の
農
業
の
分
布
•
そ
の 

形
態
の
相
違
等
を
明
か
に
す
る
。
從
っ
て
表
f

地
域
的
比
較
を
伴
は
ざ
る
が
如
き
研
究
例
へ
ば
本
邦
に
於

け

る

米

作

の

研

究

の

如

き

 

で
も
、
事
實
上
地
域
的
比
較
を
伴
ふ
か
或
は
そ
れ
を
蹇
す
る
素
材
的
硏
究
か
で
あ
っ
て
、
い
づ
れ
に
し
て
も
地
域
的
比
較
な
る
根
本 

的
手
續
が
そ
の
中
に
含
蓄
さ
れ
る
の
•で
あ
る
。

•

r
く
の
勿
く
地
域
的
比
較
に
依
っ
て
各
地
域
の
特
殊
性
が
明
か
に
さ
れ
た
と
す
る
と
、次
に
こ
の
特
殊
性
の
坐
成
に
對
し
て
、
也
理
的 

條
件
或
は
利
理
的
環
境
が
如
何
な
る
役
割
を
演
ず
る
か
を
考
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
0
何
と
な
れ
ば
、
地
域
的
特
殊
性
の
生
成
に
は
時
間
的 

證
も
裏
な
役
割
を
勤
め
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
時
間
の
經
過
に
伴
っ
て
文
化
現
象
に
變
化
が
起
I

が
故
に
、
從
っ
て一

定
時
'點 

に
於
け
I

Q

現

音

I

的
條
f

s

結
合
狀
態
を
他Q

時
點
に
於
け
る
そ
れ
と
比
較
す
る
場
合
、
そ
こ
に
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と 

は
宏
ふ
ま
で
も
な
い
地
理
的
修
件
そ
れ
自
體
で
す
ら
、

一

定
時
點
の
文
化
に
照
應
す
.る
相
對
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
の 

經
過
に
伴
ふ
變
化
を
免
れ
る
こ
と
は
絕
對
に
出
來
な
い
。
從
つ
て
地
理
學
が
地
理
的
條
件
と
文
化
現
象
と
.
.の
關
係
を
究
明
し
よ

う

と

す

る
な
ら
ば
、I
地
域
的
特
殊
性
を
生
ぜ
し
め
た
重
要
な
要
因
と
し
て
の
時
間
を
區
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
夺
具
體
的
に
云
へ
ば
地
域
的
特
殊
性 

の
歷
史
的
考
察
が
常
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
地
理
學
的
研
究
は
歷
史
學
の
大
な
る
援
助
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

右
に
述
べ
て
來
た
と
こ
ろ
で
明
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
地
理
學
的
硏
究
に
於
い
て
は
經
濟
現
象
が
動
態
的
に
觀
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ 

こ
.と
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
單
に
、
現
在
に
於
け
る
經
濟
現
象
の
地
域
的
分
布
を
ノ
地
理
的
條
件
と
時
間
的
經
過
と
の
所
產
と
し
て 

見
る
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
.過
去
現
在
来
來
を
通
じ
て
常
に
變
化
し
つ
\

あ

る

も

0
と
し
て
見
る
と
い
ふ
意
味
で
あ

る

a

從
っ
て
特 

宛
の
經
濟
現
象
が
特
定
の
_地
域
に
分
布
さ
れ
て
居
る
の
ぱ
如
何
な
る
地
'理
的
條
件
と
0
因
粜
關
係
に
基
い
た
か
と
い
4
過
去
に
の
み
關 

す
る
硏
究
で
は
な
く
て
、

一
般
に
過
去
現
往
未
來
を
通
じ
て
經
濟
現
象
の
變
化
發
展
に
對
す
る
地
理
的
條
件
の
'役
割
を
究
明
す
る
の
で 

あ
る
0
換
言
す
れ
ば
、
.何
故
特
定
の
.地
域
に
分
布
し
た
加
で
は
な
く
て
、
何
故
特
定
の
地
域
に
分
布
す
る
か
の
因
果
關
係
を
明
か
に
せ 

ね
ば
な
ら
な
い
。
地
域
的
比
較
は
ー
定
時
點
に
於
け
る
各
地
.域
の
.經
濟
現
象
の
比
較
で
あ
つ
て
、
恰
も
靜
態
的
觀
察
を
行
ふ
や
ぅ
に
見 

ぇ
る
が
、：
こ
れ
は
地
域
的
特
殊
性
を
知
る
爲
め
の
硏
究
の
手
續
き
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。

扨
て
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
變
化
發
展
の
過
程
は
.、
時
間
及
び
空
間
だ
け
で
な
く
、
中
心
的
に
事
象
の
本
質
に
依
っ
て
き
ま
る
こ
と
は
一K

 

ふ
ま
で
も
な
い
。
例
べ
ば
經
濟
活
動
の
蓝
本
的
性
質
即
ち
生
活
に
必
要
な
物
質
的
蕋
礎
の
獲
得
な
る
側
面
は
客
觀
的
に
存
往
す
る
事
實 

で
あ
っ
て
、
時
間
空
間
の
如
何
に
關
せ
ず
人
間
の
坐
き
る
限
り
行
.は
れ
る
。
時
間
の
經
過
及
び
地
现
的
條
件
の
利
用
に
基
い
て
、
人
間 

は
或
る
場
合
に
は
極
め
て
複
雜
な
而
し
て
各
地
域1 

母に
特
殊
性
を
持
っ
經
濟
生
活
を
行
ふ
や
ぅ
に
な
っ
た
。
' 斯
く
し
て
經
濟
現
象
の
變 

化
發
M
の
.過
程
は
、
時
間
及
び
地
.理
的
條
件
の
他
に
、
現
我
の
各
地
域
に
於
け
る
經
濟
生
活
の
性
質
に
依
っ
て
も
き
ま
る
の
で
あ
っ
て 

經
濟
地
_
學
的
觀
察
の
對
象
^
し
て
の
經
濟
現
象
に
就
い
て 

五

九

(

八
四
九〕
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■1

濟
地

靡

的

觀

5

s

て

s

濟

置

；

ハ
て

こ
の
點
§

5

て

經

谠

屋

は

經

醤

I

f

硏
究
I

f

 

I
ば
I

ぬ
の
で
t

。
'

;

六
、
地
理
的
環
境
と
し
て
の
經
濟
現
象
：

；
’

經

靈

I

馨

即

i

的
f

養

關

I

か
¥

1

層

學

で

I

 

I

 

i

=

1

1

1

^

”

ァ

間

Q

i

i

f

 

I

I
例

へ

層

f

f

 

.

f
 

I

事
情
•
響

る

。
結

重

ふ

し

た

意

味

す

る

の

I

つ
て
、
A

等
宇
べ
て
人
間
Q

_

_

l

f
し
て
.現
れ
I

t

の
で 

u

l

s

f

、
f

で 

I

 
M

l

i

p

r

i

て
ぁ
f

、
そ
i

s

l

い
て
I

塞

f

 

I

s

l

l

?
る
。
そ
H

i

、
 

吾

邊

I

f

參

g

霧

獲

篇

露

す

I

I

講

i

諸
事

I

る
。
斯
く
し
て 

一
4

1

I

屢

階

の

如

き

は

、
I

s

i

部
分
I

し
、
他
の
一
切Q

部
f

れ

暴

て

I

れ
I

l

f

 

U

境
i

l

i

_

雲

•
そ
の
他
I

I

に
し
て
も
、
制
度
化
し
た
l

l

l

i

u

昏

と

は

明

か

で

あ

る

が

、
そ

れ

に

し

て

參

關
I

簾

中

經

濟

的

發

展

の

段

階

.•そ
れ
に
照
應
す

る

養

體

制

の

如
き
が
露
本
的
部
分
で
あ
.る
こ
と
に
變
り
は
な
.い
。；

斯
く
し
て
經
濟
現
象
は
、
同
時
に
原
因
た
る
文
化
環
境
の
恶
本
的
な
部
分
と
な
り
、
且
っ
又
そ
の
結
梁
と
も
な
る
と
い
ふ
一
見
奇
異 

な
結
論
に
達
す
る
。
然
し
乍
ら
そ
れ
に
關
し
て
何
等
矛
盾
は
な
い
と
思
ふ
。
殊
に
一
地
域
に
於
け
る
經
濟
現
象
の
總
括
的
全
髒が

！！

成 

し
て
居
ゐ
そ
の
地
域
の
經
濟
的
發
展
段
階
を
環
境
と
し
て
考
へ
る
時
は
、
右
の
因
果
關
係
は
明
か
で
あ
る
。
何
と
‘な
れ
ば
個
々
の
經
濟 

現
象
が
集
ま
っ
て一

地
域
の
段
階
が
現
れ
て
居
る
の
だ
.が
、
そ
れ
が
ひ
と
度
全
體
と
し
て
纏
ま
っ
た
後
は
、
.個
々
の
現
象
は
そ
の
全
體 

か
ら
制
約
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
個
々
の
現
象
に
と
つ
て
、
そ
れ
は
恰
も
目
然
的
條
件
と
同
一
樣
に
、
所
與
の
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
作 

用
す
る
。

一
國
內
の
局
部
的
地
方
の
經
濟
現
象
に
對
し
て
は
、.
そ
の
國
全
體
.の
經
濟
的
發
展
段
階
は
尙
M

決
定
的
な
要
因
と
な
る
。

:
部
分
的
な
經
濟
現
象
が
他
の
部
分
的
な
經
濟
現
象G

環
境
と
な
る
こ
と
も
、
決
し
て
不
思
議
で
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、

一
國
の
經
濟 

的
發
股
の
段
階
か
ら
部
分
的
な
經
濟
現
象
べ
及
ぶ
制
約
は
、直
接
的
に
は
他
の
部
分
的
な
經
濟
現
象
を
通
じ
て
行
は
れ
る
が
故
で
あ
る
。 

例
へ
ば
一
地
域
の
農
業
を
觀
察
し
て
、
そ
の
坐
產
額
の
減
退
が
そ
の
地
域
の
土
業
の
發
展
に
甚
く
產
業
的
構
成
變
化
の
結
梁
と
し
て
生 

じ
つ
X
あ
る
こ
と
を
兒
出
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
工
業
の
.發
M

は
直
接
の
原
因
で
あ
り
農
業
の
衰
退
.は

結

粜

で

あ

る

.。

然

し

乍

ら 

极
本
的
な
原
因
は
そ
の
國
の
經
濟
的
發
展
に
あ
る
と
一

K

は
ね
ば
な
ら
な
い
。

. 

；
.'
.

:

右
の
如
く
觀
察
の
對
象
と
な
る
經
濟
現
象
の
範
閻
が
一
產
業
を
單
位
と
す
る
場
合
に
は
、
#

定
の
一
産
業
に
對
し
て
他
の
，產
業
は
す 

Y

て
環
境
と
看
做
す
こ
と
が
出
來
る
。
何
と
な
れ
ば
、
諸
產
業
は
全
體
.と
し
て
均
衡
を
保
っ
て
居
る
笹
•た
か
ら
で
あ
.る
。
•、從
っ
て
或
る 

產
業
に
於
け
る
變
化
が
或
る
程
度
に
達
す
れ
ば
、
他
の
諸
產
業
に
も
そ
れ
に
照
應
す
る
變
化
が
.起
こ
っ
て
箜
一
次
の
均
衡
狀
態
に
達
す

經
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象w

し
て
の
經
濟
現
象
に
就
い
て 
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經
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象W

し
て
の

經
濟
現
象
.に
就
ぃ
て 

i

一
 

…

兰

I

K

斯
く
し
て
產
業
は
或
る
時
は
徐
々
に
或
る
時
は
龜
に
絕
ぇ
ず
變
化
を
續
け
乍
ら
、
均
衡
か
ら
そ
0
破
壤
へ
而
し
て
次
の
J

へ
と 

移
っ
て
行
く
。
箱
濟
|
:
.學
的
硏
究
S

S
て
は
、
後
述Q.

如
く
比
較
的
恒
常Q

狀
H

取
扱
ひ
、
變

化

又

越

f

取
扱
ふ
と 

し
て
f

れ
等
が
恒
常
的
I

場
合
に
の
み
取
扱
ふ
の
で
あ
る
。
，從

つ

て

均

衡

震

の

濃

的

I

に
あ
|

_

|

扱
は

 ̂

の
で
あ
っ
て
、
前
述
の
如
く
特
定
の
產
業
に
對
し
て
他
の
諸
簾
を
す
べ
i

f

霞

す

こ

と

が

粜

る

J

 

關
係
が
S

.
し
從
？

靈

業

皇

大

な

る

變

化

が

f

れ

る

鏡

っ

た

t

場
合
で
は
、
そ
れ
が
他
I

產
業
i

化
I

し
て
新 

し
い
均
衡
4

せ
し
め
る
程
の
も
の
で
あ
っ
I

ら
ば
、
該
#

晷

が

I

業

I

じ

て

讓

I

做
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
同
時 

に
又
そ
れ
廛
に
對
し
て
は
、
外
國
と
の
關
係
を
環
境
と
看
做
す
べ
き
：で
あ
ら
う
。
産
業
以

下

の

細

部

の

經

濟

現
象

は

.そ
の
文
m

ま
れ
I

讀

f

」

高

.里

S

げ

置

監

へ

V
、

f

直
I

t

環
境
と 

し
て
そ
の
所
屢
業
の
構
造
•同
產
業
內
の
他
の
細
部
分
•
等
が
擧
げ

ら

れ

よ
う
.。

斯
く
の
如
く
經
濟
現
象
は
環
境
と
も
な
り
結
果
と
も
な
る
。
幾
っ
か
の
特
定
0
經
濟
現
象
を
觀
察
し
て
そ
の
.い
づ
れ
I

境
と
し
い

づ
れ
を
結
f

す

る

含

、
黧

囊

忐

鬵

に

I

よ
‘

は
な
い
け
れ
f

、
大

證

於

い

S

I

S
集
證
そ
れ
が
大

な
れ
ば
大
な
る
程
_

と
看
做
し
得
る
場
合
が
多
い
臭
へ
る
で
I

う
。
.且
っ
又
各
國
は
：夫
々
そ
の
發
展
段
階
を
表
す
や

う

な

特

殊

の
產
，
I

I

I

、
諸

產

證

基

的

變

f

 

I

f

臺

I

。
故
s

i

i

 

j場

含
よ
り
重
要
な
る
產
業
が
環
境
と
霧
さ
れ
る
場
合
が
多
い
：で
t

う

。
'

こ
、
で
次
の
如
息
念
が
生
ず
る
か
も
知
れ
ぬo

即
ち
一
產
業
に
對
し
て
他
產
業
I

f

看
做
す
こ

と

は

、

假
に
經
濟
I

以
ト

の
文
化
環
境
を
皆
無
と
假
定
す
る
と
次
の
如
き
結
果
と
な
る
で
は
な
い
か
、
即
ち
、
細
部
の
研
究
は
多
く
組
み
合
さ
れ
て
始
め
て
學
問 

的
價
値
を
持
っ
も
の
で
あ
る
が
、
今
A

B

Cの
三
っ
の
產
業
の
み
を
所
有
す
る
社
#.
に
對
し
て
、
こ
の
三
っ
を
夫
々
觀
察
し
た
結
果
を 

綜
合
し
ょ
ぅ
と
し
た
と
こ
ろ
.、
A

は
B

C
の
結
果
で
あ
り
、
B

は
A

C
、
0

は
八
2

の
結
果
で
あ
る
と
し
た
ら
、
何
の
意
味
も
な
さ
な 

く
は
な
い
か
、
と
い
ふ
疑
念
で
あ

る

.0
然
し
乍
ら
前
述
し
た
通
り
、
諸
產
業
は
相
集
ま
っ
て
均
衡
狀
態
に
あ
り
、
相
互
に
影
響
し
合
っ 

て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
細
部
の
研
究
が
右
の
如
き
結
果
と
な
る
こ
と
は
決
し
て
無
意
_

で
な
く
、
そ
れ
等
が
組
合
さ
れ
る
時
恐 

ら
く
諸
產
業
相
互
間
の
關
係
を
明
か
に
す
る
效
娱
を
持
っ
で
あ
ら
ぅ
。

七
、
經
濟
現
象
の
地
域
的
比
較
'

經
濟
現
象
の
地
域
的
比
較
を
行
ふ
が
爲
め
に
は
、
上
述
せ
る
如V

、

先
づ
地
域
の
設
定
*
經
濟
現
象
の
範
圍
0
限
定
を
行
ひ
、
更
に 

又
、
經
濟
現
象
を
地
理
的
環
境
及
び
そ
の
結
果
の
一
ー
種
類
に
區
趴
す
る
必
要
が
あ
る
。

斯
く
し

て
地
域
的
比
較
を
行
ひ
、
'地
理
的
環
境 

と
經
濟
現
象
の
關
係
を
樑
究
す
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
經
濟
現
象
の
觀
察
に
就
い
て
、
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
項
が
二
っ
淺
っ
て
届
る
。

そ
の
一
っ
は
、
經
濟
地
理
擧
に
於
い
て
取
扱
ふ
經
濟
現
象
は
、
す
べ
て
恒
常
的
な
性
質
の
も
の
の
み
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
、
例
へ 

ば
一
國
の
國
內
市
場
へ
他
の
國
か
ら
或
る
商
品
の
巨
額
の
ダ
ム
ビ
ン
グ
が
行
は
れ
て
價
格
の
暴
落
し
た
場
合
と
か
、
或
は
又
重
要
農
産 

物
の
大
凶
作
と
な
っ
て
該
農
產
物
め
世
界
的
値
上
り
を
齎
し
、
他
方
農
民
は
非
常
な
收
入
減
少
を
見
た
場
合
と
か
、
い
づ
れ
も
臨
時
的 

な
異
常
な
現
象
で
經
濟
地
理
學
の
本
來
關
心
を
持
っ
と
こ
ろ
で
な
い
。
經
濟
地
理
學
は
、
經
濟
現
象
と
地
理
的
條
件
の
因
果
關
係
を
明 

か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
*
當
然
各
地
域
に
於
け
る
恒
常
的
現
象
の
み
を
取
扱
ふ
。
何
と
な
れ
ば
、
右
に
擧
げ
た
如
き
異
常
な
る
突
發 

經
濟
地
理
學
的
觀
察
の
對
象
W

L
て
の
經
濟
現
象
に
就
い
て 

六

三

(

八
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經
濟
他
现
學
的
觀
察
の
對
象w

し
て
の
經
濟
.現
象
に
就
い
て 

六

四

(

八
五 

的
事
件
は
、
そ
れ
が
缂
火
線
と
な
っ
.て
そ
の
國
の
經
濟
に
著
し
き
變
化
が
起
こ
り
し
か
も
そ
^
が
恒
常
化
す
る
0
.で
な
い
限
り
、
そ
の 

地
域
.の
地
理
的
條
件
と
吾
々
の
考
慮
に
値
ひ
す
る
因
艰
關
係
を
持
た
な
'い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
變
化
或
は
眈
榣
で
も
、
' そ
れ
が
邛
っ
て 

值
常
的
現
象
を
な
す
地
域
に
對
し
て
は
、
そ
れ
が
如
何
な
.る
地
理
的
條
件
に
依
f

Q
な
.る
か
を
奏
す
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
こ
て 

ば
經
濟
地
现
學
の
み
な
ら
ず
、
他
の
地
理
學
分
科
に
就
い
て
も
同
樣
で
あ
る
こ
と
は
宏
ふ
ま
で
も
な
い
。

第n

の
殘
さ
れ
I

項
は
、
•*
的
表
現
の
問
題
で
あ
る
。
地
域
的
比
較
を
行
ふ
が
爲
め
に
は
、
各
地
域
の
經
濟
現
象
が
量
的
に
表
現 

さ
れ
て
居
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
，
そ
れ
は
可
能
で
あ
ら
ぅ
か
•
或
は
又
そ
の
方
法
は
如
何
、.
と
い
ふ
問
題
で
あ
るo 

經
濟
現
象
の
諸
側
面
の
中
で
一
見
量
的
な
も
の
が
あ
る
o
.例
へ
ば
i

物
數
量
•職
業
別
人
ロ 
•用
途
別
土
地
面
積
•使
用
動
力
量
•各 

種
交
議
關
の
數

•商
品
輸
出
入
額
•等
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
質
的
な
側
面
例
へ
ば
耕
作
遲
•經

濟

的

麗

.
の

段

階

•
等

が

あ

る

0
然 

し
乍
ら
一
見
し
て
量
的
倜
面
と
看
做W
れ
る
部
分
で
も
勿
論
質
の
側
面
を
伴
っ
て
居
る
し
、
そQ

反
對
に
質
的
な
側
面
と
見
ぇ
て
も
量 

的
な
側
面
を
含
む
で
居
る
。
生
產
物
數
量
と
云
っ
て
も
一
定
の
質
を
持
っ
唐
物
の
鍪
で
あ
り
、職
業
別
人
ロ
•用
鋳
土
地
面
请
に

. 

就
い
て
は
夫
々
議O

用
途
な
る
質
の
側
面
を
含
み
、
使
用
動
力
量
に
し
て
も
動
力
源
に
就
い
て
の
質
的
侧
面
を
伴
ふ
。
反
對
に
耕
乍

形
態
に
し
て
も
、

ー
農
壽
り
耕

作

福

と

か

、
翕

愛

Q

霞

獲

¥

Q
着

と

か
、
同
様
に
耕
作
從
事
者
數
•
そ
の
他
の
量

的
個
面
を
含
む
。
從
っ
て
經
濟
現
象
の
地
域
的
比
較
は
、
完
全
に
で
は
勿
論
な
い
が
吾
々
の
百
的
か
ら
.5

て
十
分
な
程
度
に
、
量
的 

表
現
に
依
っ
て
行
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
技
術
上
の
困
難
は
別
と
し
て
、
論
理
的
に
は
確
か
に
さ
ぅ
ー
其
へ
る
の
で
あ
る
0
從
っ
て
地
或 

的
比
較
は
力
な
り
十
分
な
鮮
明
i

客
觀
性
i

以
つ
て
行
s

f

l

sこ
と
が
.出
來
る
。

.こ
れ
は
經
濟
#
理
學
に
限
ら
ず
地
理
學

一，般
に
就
い
て
も
茇
は
れ
得
る
。
例
へ
ば
.聚
落
形
態
に
し
て
も
、
用
途
別
土
地
面
積
&

式
別
家
屋
戶
?

職

業

別

入

ロ

比

率

•
そ

の

他 

の
量
的
側
面
を
分
析
す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
か
な
り
量
的
に
表
現
す
る
こ
‘と
が
可
能
で
あ
り
、
從
つ
て
地
域
的
此
較
が
か
な
り
明
確
に 

客
觀
的
に
行
は
れ
得
る
。
各
種
の
所
謂「

型」

の
比
較
に
就
い
て
、

一
般
に
同
じ
こ
と
が
异
は
れ
る
と
思
ふ
。

'

. 

八
、
觀
察
の
焦
點 

. 

.

量
的
表
現
の
_

題
は
、
經
濟
地
理
學
に
於
け
る
經
濟
現
象
觀
察
に
關
し
て
殘
さ
れ
た
も1

つ
の
重
要
な
問
題
即
ち
觀
察
の
焦
點
を
何 

處
•に
置
く
か
と
い
ふ
問
題
に
密
接
：な
關
聯
を
持
つ
。

.

,:

經
濟
現
象
は
ど
ん
な
に
細
部
的
の
i

の
で
あ
つ
て
も
、
殆
ど
數
知
れ
ず
の
多
く
の
側
面
を
持
つ
。
其
處
で
生
産
或
は
取
引
さ
れ
る
商 

品
或
は
勞
務*

そ
れ
に
關
係
す
る
人
々
•
資
本
•
そ
の
時
間
的
及
び
場
所
的
ひ
ろ
が
り
*
等
の
各
方
面
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
夫
々
が
又
多
く 

の
侧
面
を
含
む
で
居
る
。
從
つ
て
吾
々
は
特
定
の
現
象
の
全
側
面
を
觀
察
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
必
然
的
に
或
る
部
分
を
抽
象 

し
佌
を
捨
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
又
柚
象
し
た
側
面
の
中
で
も
、
特
に
重
要
な
る
中
心
的
な
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
を
識
別
せ 

.ね
ば
な
ら
な
い
。

.

然
ら
ば
斯
か
る
中
心
を
如
何
な
る
側
面
に
求
め
る
.か
と
一K

ふ
に
、
そ
れ
は
生
產
さ
.れ

或

：は

取

引

さ

れ

る

物

資

又

.は

勞

務

の

品

質

及

び 

數
量
で
あ
ら
ぅ
と
思
ふ
？
何
と
な
れ
ば
す
べ
.て
の
經
濟
現
象
の
質
的
量
的
差
異
は
、
多
く
の
場
合
そ
こ
で
坐
產
さ
れ
或
は
取
⑴
さ
れ
る 

物
資
又
は
勞
務
の
.質
及
び
量
.の
差
異
と
し
て
端
的
に
表
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
こ
れ
を
中
心
と
し
て
と
れ
に
關
聯
す
る
重
要 

な
側
商
が
更
に
幾
.つ

か

杣

出

，さ

れ

る

こ

と

に

：な

る

の

で

あ

：つ

'て
ノ
貨
幣
經
濟
の
行
は
れ
る
地
域
で
.社
、
資
本
•
勞

働

•
勞

働

對

象

に

關

す 

經
濟
地
理
.學
的
觀
察
の
對
象
^
し
て
の
經
濟
私
象
に
蘼
い
て
. 

.六

五

.(

八
.五
.五)



醤
她
理
學
的
囊
の
I

, 

tて
：
の
：，蕾

現

象

に

蔚

い

.

.
て

 

4 

(

S

六〕 

l

.

:

f諸
側
面
が
取
上
げ
ら
れ
' 
右
の
中
心
的
側
面
.と
■

、
す
.
.ベ
て
質
_

就
：中
特
1

■

中
心
的
で
あ
る
:0
何
と
な
れ
ば
、
藤

は

要

す
S

何
等
か
の
品
質
.又
は
慨
格
を
持
f

の
の
I

で
あ
っ
て
、

S
 

質
^

は
伊
格
_を
.そ
の
.中
.に
含
む
か
ら
.で
あ
る
0
. 

. 
‘

 

.

經
濟
地
理
學
的
觀
寧
に
於
い
て
斯
か
I

續
が
と
ら
れ
る
の
は
、
前
述
の
如
く
觀
察
の
焦
f

定
め
る
と
い
ふ
要
求
P
他
に
、
特
に 

地
.雪
的

硏

究

上Q
鬚

1

5
 H

居
，

そ
れ
は
即
ち
地
域
的
比
S

爲

め

鐘

的

表

f

行

は

ん

李

る

囊

I

る
。
例
へ
ば
、 

特
定
地
，域
で
坐
產
さ
れ
る
小
麥
と
他
の
地
域
で
唐
さ
れ
る
そ
れ
0

.

1の
.差
I

ぅ
しV

生
.じ
て
る
が
、
か
ら
出
發
し
て
.そ

の

產 

を
め
ぐ
|

關
係
、
例
へ
ば
餅
作
面
積
•從
事

霞

の

8

、
或
は
具
作
形
態
の
差
異
を
求
め
、
こ
れ
等
の
差
異
は
如
何
な
る
地
理
的

f

 
f

か

證

ヘ

l

i

f

。
f

如
く
S

I

I

篇

l

i

養

I
:
管

求

め

る

に

當
り
、
唐
さ
れ
或
は
流
通
に
附
さ

.

れ
る
物
資
又
は
勞
務
の
數
量
：に
從
っ
て
比
較
を
行
ふ
方
法
が
最

I

本
的
な
も

の

と

し

て

考
へ

ら

れ
念
で

あ

る

。
I

#
雰

f

l

っ
て
は
、

る
S

言

。
然
し
乍
ら
s

s

i
的
方
法
を
決

定
し
て
置
く
a

m

細
部
的
な
硏
究
を
全
體
と
し
て
結
合
せ
し
め
る
走
必
要
で
f

、
他
方
に
於
いK

憲
さ
れ
或
は

.取
引
さ
ル
. 

る
物
資
或
は
勞
務
の
I

は
、
地
域
的
特
殊
性
を
最
も
端
的
に
表
現
す
る
指
標
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
故
に
、
こ
れ
を
以
っ
て
f

 

的
方
法
と
.定
め
5

 く

こ

垂

f

著

し

い

と

思

.ふ
の
で
I

O

S
場
合
に
は
右
の
物
I

は
勞
務
の
數
量
の
等
し
い
I

 

却
っ
て
地
域
的
差
f

意
味
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
即
ち
勞
働
者
數
及
び
資
本
に
就
い
て
差
異
が
あ
.る
に
も
拘
ら
ず
、
坐
產
物
I

 

の
等
し
い
場
合
で
あ
る
。
S

I

Q
物
資
或
I

務Q

數
I

、
：勞

攀

I
入
當
り
に
就
；3

1
さ
れ
る
か

、

或
_

れ
|

似
の

何
等
か
の
形
式
で
示
さ
れ
る
場
合
に
最
も
{元
全
に
そ
の
機
能
を
梁
し
得
る
も
の
と
な
ら
ぅ
。

九
、
要

約
 

.

經
濟
現
象
を
地
理
學
的
に
觀
察
す
る
に
は
地
域
的
比
較
を
行
は
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
爲
め
に
先
づ
地
域
を
區
割
す
る
。
そ
の
際
、 

地
域
は
多
種
多
様
の
仕
方
に
依
っ
て
設
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
蕋
本
的
意
義
を
持
ち
且
っ
最
も
明
確
な
も
の
は
一
國
の
地
域
で 

あ
る
o (

第
二 

•三
節)

.

次
に
觀
察
さ
る
べ
き
經
濟
現
象
の
範
圍
を
宠
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
に
も
又
そ
の
方
法
は
多
觀
多
様
で
あ
り
得
る
が
、
兹
本
的 

な
單
位
は
生
產
及
び
流
通
の
諸
部
門
で
あ
る
0

そ
の
諸
部
門
を
如
何
に
區
分
す
る
か
に
關
し
て
は
、
特
に
地
理
學
的
な
方
法
と
も
云
ふ 

べ
き
も
の
が
な
い
。
然
し
乍
ら
所
謂
産
業
別
の
區
分
方
法
は
、
若
干Q

地
理
學
的
意
味
を
含
み
吾
々
が
採
用
す
る
に
迤
し
く
不
適
當
で 

な
い
o(

第
：四
節) 

• 

'

さ
て
經
濟
現
象
の
範
圆
を
定
め
地
域
を
區
劃
し
て
地
域
的
比
較
を
行
ふ
の
'で
あ
る
が
、
' そ
の
比
較
を
し
で
疋
確
な
ら
し
め
る
爲
め
に 

は
、
經
濟
現
象
の
量
的
客
觀
的
赛
現
を
必
要
と
す
る
。
斯
か
る
量
的
表
現
に
、依
る
比
較
の
龜
準
と
し
て
、
生
產
さ
れ
或
は
流
通
に
.附
さ 

れ
.る
物
資
或
は
勞
務
の
.數
蛰
を
採
る
o(

第
七
節)

斯
か
る
手
續
か
ら
經
濟
現
象
觀
察
の
焦
點
が
定
.め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
即
ち
生
産
さ
れ
或
は
流
通
に
.附
さ
れ
る
物
資
或
は
勞
務
の
' 

數
量
を
中
心
と
し
て
、
品
質
及
び
價
格
か
ら
更
.に
.そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
種
の
生
產
關
係
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。(

第
八
節) 

パ
斯
く
し
セ
經
濟
現
象
が
觀
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
觀
察
は
.地
域
的
特
跦
性
を
明
か
'に
'し
そ
れ
が
如
何
な
る
地
幽
的
條
件
の
結
果
で
あ
る 

經
濟
地
理
擧
的
觀
察
の
對
.象
ぞ
し
て
の
經
濟
現
瘃
に
就
‘い
で 

六

七

(

八
五
.七)



濟
地
瑰
學
的
觀
察
の
對
象
ミ
し
て
の
挺
濟
現
象
に
就

^
て 

六

*\(
.
V
.

ユ
八)

か
を
考
究
す
る
爲
め
ひ
も
の
で
あ
る
0
地
域
的
特
殊
性
は
經
濟
現
象
の
本
質
と
時
間
の
經
過
と
地
理
的
條
件
と
で
定
ま
る
が
故
に
、
經 

...濟
學
的
•
歷
史
的
考
察
が
地
理
學
的
考
察
と共
に
常
に
.必
要
.で
あ
る
。(

第
五
節)

經
濟
現
象
は
地
理
的
環
境
と
も
な
る
。
經
濟
現
象
の
一
國
に
於
け
る
織
括
的
全
體
が
表
す
と
こ
ろ
の
經

濟

的
發
展
の
段
階
は
、
文
匕 

環
境
中
Q

f
 

_
的
な
もQ

急

へ

ら
れ
る
。
特
定
の
經
濟
現
I

他Q

經

窺

象
に
®
し
て
I

と
し
I

I

べ
き
か
結
果
と 

•し
'て
.
見

ら

る

べ

き

か

は

事
實
上

の

關

係

で

奢

る

が

、

大

體

に

於

.い
て

•經
濟
現
象
の
集
團
は
そ
こ
に
所
屬
す
る
經
濟
現
象
の
環
境
で
あ 

る
場
合
が
多
い
で
あ
ら
ぅ
し
、

一
地
域
內
の
各
產
業
中
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
產
業
が
同
様
に
環
境
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
思
は
1 

る
。(

第
六
節)

(

昭
和
十
二
年
五
月
廿
ニ
日
記)

ア
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六
、
賃
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レ
ー
シ
ョ
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依
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七
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ヶ
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働
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放
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■

火
戰
後
の
、
そ
し
て
ま
た
特
に
ー
九
ー
ー
九
华
以
後
の
異
常
な
失
業
現
象
を
拉
映
し
て
、
從
來
の
補
償
說
に
對
し
て
、
ド
イ
ッ
の
學
界 

に
於
い
て
、
先
づ
こ

れ

に

衝

_

を加
へ

た
も
の
が
レ
ー
デ

ラ1
の
，

「

技
術
の
進
涉
と
央
業
1_
-に
關
す
る
理
論
で
ぁ
：り
、
更
ら
に
ケ
ー
ラ
ー

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
•ケ
ー
ラ
！
の
勞
働
者
解
放
理
論 

• 

六

九
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八
五
九)

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

■«
 

.

.

.

.
 

'
• 

• 

• 

: 

.

1.
.

て
.
.
.
.
.
,
.
，
V 

.

.

.
I 

.

.

圓

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
• 

.

. 

, 

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

' 

- 

•
.


